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１．重点取組み目標・計画 実施状況 

環  境  目  標 実施状況 結果※ 

(1) 重大環境コンプライアンス違反ゼロ ・環境負荷の高い設備に対する定期的な環境パトロールの実施 

・公害防止管理者による特定施設の管理 

・緊急事態対応訓練の実施 

 

○ 

重大コンプライアンス 

違反なし 

(2) 2023 年度の CO2 排出量原単位を、

2014 年度比で 9％改善 

・省ｴﾈ機器への更新推進（照明のＬＥＤ化） 

・省ｴﾈ活動の教育推進（不要照明の消灯，エアコンの効率的な利用） 

・部門別電気使用量の集計と公表による結果の見える化 

 

○ 

基準年度比 37.8％削減 

(2021 年事業統合) 

(3) 2023 年度の水使用量を、2014 年度比

で 7％改善 

・漏水箇所の調査/修理 

・節水機器導入推進等の継続 

 

○ 

11％削減 

(4) 2023 年度の廃棄物排出量を、2014 年

度比で 7％改善 

・有価物（金属・紙）の分別徹底 

・梱包材の減量推進 

・紙使用量の削減推進等の継続 

 

△ 

6％削減 

埋設PCB汚染土壌の処

分により一時的に悪化 

（次年度以降は目標達

成見込み） 

(5) PCB 低濃度含有機器全廃への取り組

み 

・低濃度 PCB 含有機器の把握（調査）推進 

・PCB 含有機器の処分推進 

○ 

埋設 PCB 汚染土壌の 

処分完了 

   ※ ○：達成 △：改善しているが目標未達 ×：未達（悪化）
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２. 公害防止対策に係る報告 

(1) 目標達成状況と目標達成のために講じた措置・対策 

目  標  項  目 目標達成状況 目標達成の措置・対策 

大
気
汚
染
防
止
対
策 

ばい煙排出規制の遵守 排出にかかる目標値を全ての

測定結果が満たしていた。 

測定結果は別表１のとおり。 

排ガス処理施設の適正な維持

管理に努めるとともに「排ガス

中のばい煙濃度測定計画」に

基づく測定分析により、目標値

の遵守状況を確認した。公害防

止管理者によるパトロールを実

施し、未届け改造などの無いこ

とを確認した。 

水
質
汚
濁
防
止
対
策 

公共用水

域に排出

する場合 

排出水の水質

管理及び汚濁

負荷の総量管

理 

排出にかかる目標値を全ての

測定結果が満たしていた。測定

結果は別表２のとおり。 

排水処理施設の適正な維持管

理に努めるとともに、「排出水の

汚濁状態測定計画」及び「排出

水の汚濁負荷量(ＣＯＤ、全窒

素、全りん)の測定計画」によ

り、目標値の遵守状況を確認し

た。また、排水口の監視装置の

ﾒﾝﾃﾅﾝｽを確実に実施し、更な

る汚濁負荷低減に取り組んだ。 

富栄養化防止

対策の推進 

騒
音
防
止
対

策 

法令等の基準の遵守 敷地境界線上測定箇所におけ

る全ての測定結果が目標値以

下であった。 

測定結果は別表３のとおり。 

法令等の基準遵守の確認に必

要な測定・監視体制を定め、必

要に応じて測定・監視を行い、

目標値の遵守状況を確認した。 

産
業
廃
棄
物
対
策 

廃棄物の処理及び清掃に

関する法律等の法令の規

制を遵守 

廃棄物の発生抑制、再利

用の推進 

産業廃棄物管理表は１００％交

付と期間内回収を確認できてい

る（JESCO 向けを除き、電子マ

ニフェスト 100％）。 

廃棄物処理委託先の立入調査

実施や、電子マニフェストの活用

により、廃棄物の適正処理を推

進した。 

仕分けの徹底、リサイクル先の

開拓、廃棄物抑制対策の啓蒙

等に注力した。 

振
動
防
止

対
策 

敷地境界線において振

動が感知できないよう努

める 

敷地境界線における振動発生

は生じていない。 

発生源対策、距離減衰等によ

り、敷地境界線において振動に

よる感知はない。 

悪
臭
防
止

対
策 

敷地境界線において悪

臭が感知できないよう努

める 

敷地境界線における悪臭等は

生じていない。 

敷地境界線において悪臭の感

知はない。 



 2023年度 ばい煙発生施設ばい煙濃度測定結果

加熱炉 窒素酸化物（ｐｐｍ） 170 40 33 2 0 ○ ○

６’－２０ ばいじん（mg／Ｎ㎥） 250 ＜1 ＜1 2 0 ○ ○

加熱炉 窒素酸化物（ｐｐｍ） 150 33 31 2 0 ○ ○

６’－２２ ばいじん（mg／Ｎ㎥） 250 ＜1 ＜1 2 0 ○ ○

加熱炉 窒素酸化物（ｐｐｍ） 150 27 26 2 0 ○ ○

６’－２６ ばいじん（mg／Ｎ㎥） 200 ＜1 ＜1 2 0 ○ ○

自家発Ｇ機関 窒素酸化物（ｐｐｍ） 400 147 138 2 0 ○ ○

３１’－１ ばいじん（mg／Ｎ㎥） 50 ＜1 ＜1 2 0 ○ ○

ボイラ 窒素酸化物（ｐｐｍ） 150

１’－３５ ばいじん（mg／Ｎ㎥） 100

ボイラ 窒素酸化物（ｐｐｍ） 150

１’－３６ ばいじん（mg／Ｎ㎥） 100

ボイラ 窒素酸化物（ｐｐｍ） 150

１’－３７ ばいじん（mg／Ｎ㎥） 100

ボイラ 窒素酸化物（ｐｐｍ） 150

１’－３８ ばいじん（mg／Ｎ㎥） 100

ボイラ 窒素酸化物（ｐｐｍ） 150

１’－３９ ばいじん（mg／Ｎ㎥） 100

ボイラ 窒素酸化物（ｐｐｍ） 150

１’－４０ ばいじん（mg／Ｎ㎥） 100

○：達成     ×：未達成
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最大 平均

目
標
値
を
超
過

し
た
測
定
回
数

目
標
値
達
成
判
定

法
令
基
準
達
成
判
定

項目 目標値

測定値

　設備の稼働が無かったため未計測
　また、2023年9月に廃止。

　設備の稼働が無かったため未計測
　また、2023年9月に廃止。

全
測
定
回
数

　設備の稼働が無かったため未計測
　また、2023年9月に廃止。

　設備の稼働が無かったため未計測
　また、2023年9月に廃止。

　設備の稼働が無かったため未計測
　また、2023年9月に廃止。

　設備の稼働が無かったため未計測
　また、2023年9月に廃止。

別表 １



 2023年度 排出水の汚濁状態測定結果 
（1／2）

最大

（ｐＨのみ
最小～最大）

カドミウム 0.03 0.001 0.001 12 0 ○ ○

鉛及びその化合物 0.1 0.01 0.01 12 0 ○ ○

全水銀 0.005 0.0005 0.0005 12 0 ○ ○

ほう素及びその化合物 230 0.4 0.3 2 0 ○ ○

ふっ素及びその化合物 15 0.1 0.1 2 0 ○ ○

ｱﾝﾓﾆｱ，ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物，
亜硝酸化合物及び硝酸化合物 100 5.17 3.83 2 0 ○ ○

ｐＨ 5～9 6.6～7.9 － 12 0 ○ ○

ＣＯＤ 35（25） 3.7 2.0 12 0 ○ ○

ＳＳ 50(40) 4.0 1.3 12 0 ○ ○

ｎ－Ｈｅｘ 1.5 0.5 0.5 12 0 ○ ○

鉄 10 0.1 0.1 12 0 ○ ○

全クロム 2 0.01 0.01 12 0 ○ ○

全窒素 120 7.5 4.0 12 0 ○ ○

全燐 16 0.09 0.03 12 0 ○ ○

カドミウム 0.03 0.001 0.001 1 0 ○ ○

鉛及びその化合物 0.1 0.01 0.01 1 0 ○ ○

全水銀 0.005 0.0005 0.0005 1 0 ○ ○

ｐＨ 5～9 7.3 － 1 0 ○ ○

ＣＯＤ 35（25） 4.0 4.0 1 0 ○ ○

ＳＳ 50(40) 2.0 2.0 1 0 ○ ○

ｎ－Ｈｅｘ 1.5 0.5 0.5 1 0 ○ ○

鉄 10 0.1 0.1 1 0 ○ ○

全クロム 2 0.01 0.01 1 0 ○ ○

全窒素 120 1 1.0 1 0 ○ ○

全燐 16 0.64 0.64 1 0 ○ ○

単位はＰＨを除きｍｇ／ℓ    ○：達成   ×：未達成    不検出：定量限界以下

（    ）内は日間平均値
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目標値

法
令
排
水
基
準
設
定
項
目

目
標
値
達
成
判
定

法
令
基
準
達
成
判
定

有
害
物
質

全
測
定
回
数

目
標
値
を
超
過

し
た
測
定
回
数

排
水
口
名
称

Ｑ
排
水
口

（
総
合
廃
水
処
理
施
設

）

測定値

平均

生
活
環
境
項
目

市
５
排
水
口

（
機
械
Ｓ
Ｆ
西

）

法
令
排
水
基
準
設
定
項
目

有
害
物
質

生
活
環
境
項
目

項  目

別表 -2
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 2023年度 排出水の汚濁状態測定結果 
（2／2）

最大

（ｐＨのみ
最小～最大）

ｐＨ 5～9 7.4～8.5 － 4 0 ○ ○

ＣＯＤ 35（25） 6.1 4.5 4 0 ○ ○

ＳＳ 50(40) 12.0 9.0 4 0 ○ ○

ｎ－Ｈｅｘ 1.5 0.5 0.5 4 0 ○ ○

全窒素 120 3.5 2.5 4 0 ○ ○

全燐 16 0.30 0.24 4 0 ○ ○

ｐＨ 5～9 8 － 1 0 ○ ○

ＣＯＤ 35（25） 2.9 2.9 1 0 ○ ○

ＳＳ 50(40) 3.0 3.0 1 0 ○ ○

ｎ－Ｈｅｘ 1.5 0.5 0.5 1 0 ○ ○

全窒素 120 1.2 1.2 1 0 ○ ○

全燐 16 0.04 0.04 1 0 ○ ○

単位はＰＨを除きｍｇ／ℓ    ○：達成   ×：未達成    不検出：定量限界以下
（    ）内は日間平均値

注）排出水の汚濁負荷量は別途報告につき省略。

目標値

排
水
口
名
称

6

生
活
環
境
項
目

測定値

平均

目
標
値
を
超
過

し
た
測
定
回
数

目
標
値
達
成
判
定

法
令
基
準
達
成
判
定

全
測
定
回
数

L
排
水
口

（
圧
縮
機
冷
却
水

）

法
令
排
水
基
準
設
定
項
目

生
活
環
境
項
目

 
４
ド

ッ
ク
排
水

（
渠
底
水

）

法
令
排
水
基
準
設
定
項
目

項  目

別表 -2
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 2023年度 敷地境界線騒音及び粉じん測定結果 

測定場所 測定区分

①地点

西２号棟 夜間（２２：００～） 50 工業専
北駐車場 ｄＢ（Ａ） 用地域

騒

音 ②地点

受電変電所 夜間（２２：1０～） 50 工業専

北 ｄＢ（Ａ） 用地域

③地点

ＷＥ棟西 夜間（２２：2０～） 50 工業専

ｄＢ（Ａ） 用地域

①地点

SD棟鋼管塗 デジタル粉じん計 1.5 粉じん

装場北側敷 （mg／㎥） 元付近

粉 地境界付近

じ ②地点

ん 所内l共通書 デジタル粉じん計 1.5 粉じん

庫北側敷地 （mg／㎥） 元付近

境界付近

○：達成     ×：未達成

7

目
標
値
達
成
判
定

法
令
基
準
達
成
判
定

最大 平均
目標値

測定値

全
測
定
回
数

目
標
値
を
超
過
し

た
測
定
回
数

○

○

○

○

○

1 0

01

1 0

01

1 0

0.02

0.02

45

46

45

別表 ３
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３．公害防止対策以外の環境保全に係る報告 

 分 野 項 目 手 段 ・ 対 策 実 施 状 況 

１ 
環境マネジメントシス

テムの運用 

ＩＳＯ１４００１システム 

の効率的運用 

・事業活動のムリ、ムダ、ムラを排除 

し、業務を効率化。 

・著しい環境側面を的確に導き出し、 

効果的な対策を実施 

・環境マネジメントシステムの運用により、左記の 

活動を推進した。（ＩSO14001：2015 年版の認証 

を継続） 

２ 
従業員及びビジネス

パートナーへの教育 

環境保全・改善活動に関

する一般教育 

・事務局及び各部門作成資料により 

全部門で実施 

・新入社員への教育 

・環境目標とその結果を電子掲示板に掲示する 

ことにより、目標達成に対する意識の向上を 

図った。 

・新入社員の導入教育時に環境保全活動に関す 

る教育を実施した。 

・キャリア採用社員に対しても、入社時に環境教 

育を実施した。 

特定作業に関する 

教育・訓練 

・訓練ニーズ調査票に基づき特定作

業に従事する社員に実施 

・過去に事故が発生した事例を中心に教育や 

訓練を実施した。 

環境法令に関する教育 

・環境管理実務担当者向けの教育を

実施する。 

・環境法令セミナーを受講し、環境法令に関する 

 基礎知識や、動向等について教育を実施した。 

 

３ 地域社会への参画 

地域住民との懇談会 

開催 

・地元自治会との懇談会を月 1 回開催 ・左記のとおり、懇談会を実施した。 

地域住民との交流 

・事業所周辺の清掃 

・健康サポート講演会の開催 

・左記のとおり、実施した。 
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４．地球温暖化対策に係る報告 

（1）2023 年度の電気・燃料等の使用量（神戸造船所神戸工場） 

活動の区分 燃料・焼却物等の種類 2023 年度 

使用量 

単位 単位発熱量 

(kJ) 

排出係数 

 

排出量 

(kg-CO2) 

温暖化 

係数 

燃料の使用 揮発油 11,000 ℓ 34.6 0.0671 25,538 1 

 灯油 12,000 ℓ 36.7 0.0678 29,859 1 

 軽油 47,000 ℓ 37.7 0.0686 121,552 1 

 Ａ重油 3000 ℓ 39.1 0.0693 8,129 1 

 都市ガス 498,000 m3 45 0.0499 1,118,259 1 

 LPG 0 kg 50.2 0.0590 0 1 

電気使用量 44,161,000 kWh － 0.311 13,734,071 1 

熱供給事業者から供給された熱の利用 － － － － － － 

  

（2）基準年度及び 2023 年度の温室効果ガス排出量（神戸造船所神戸工場） 

（単位；kg-CO2） 

 
温室効果ガス 

排出量 増減率（％） 主な増減理由 

基準年度（2014 年度） 2022 年度 2023 年度 前年比 基準年度比 【基準年度比】 

事業整理による 

【前年度比】 

精度が高い製品

を加工するため工

場空調で エネル

ギーを消費した。 

神戸造船所 

二酸化炭素 24,159,000 14,635,000 15,037,408 2.7%増 37.8％減 

メタン － 7,915 9,978 20.7％増 － 

一酸化二窒素 － 9,804 9,476 3.5％減 － 

HFC －   － － 

PFC －   － － 

六フッ化硫黄 － 0 0 増減無 － 
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（3）基準年度の温室効果ガス排出量および削減目標（全社数値） 

当社では 2015 年度より温室効果ガス排出総量の削減に関する目標設定及び達成度評価を止め、CO2排出量原単位による活動評

価に切り替えました。分子は当社（国内/海外グループ会社は含まず）のエネルギー起源 CO2 とし、原単位分母を売上高に設定し評

価しています。 

削減目標は 2014 年度基準に対し、評価年 2023 年度に原単位 9%向上（年平均 1%向上）を設定しております。 

                                              （単位；ｔ-CO2/百万円）       

 排出量 削減目標 排出実績 備考 

 基準年（2014 年度） 2023 年度 2023 年度  

CO2 排出量原単位 0.233 0.214 0.131 

昨年度より 0.001 悪化した要因
は 中 電 、 関 電 、 九 電 の 電 力
CO2 換算係数が前年度比から
増加したため。 
（2021 年事業統合により原単位
が変化した） 

 

（4）目標達成のために講じた対策 

【全社の取り組み】 

措置の区分 手段・対策 実施状況 

エネルギー使用の合理化 照明 LED 化：相模原工場,神戸造船所,江波工場,糸崎工場,他 

空調設備更新：高砂工場 

ローカル変圧器更新：長崎造船所,本牧工場 

364ton-CO2/年削減 

53ton-CO2/年削減 

63ton-CO2/年削減 
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【神戸造船所の取り組み】 

措置の区分 手段・対策 実施状況 

エネルギー使用の合理化 ・ローカル変圧器の老朽更新、容量見直しによる高効率化 

・事務所照明 LED 化 

・工場照明水銀灯 LED 化 

・都市ガス，工場エア漏洩調査・修理によるコンプレッサー電力量削減 

・上水、工水漏水調査、修理によるポンプ電力量削減 

3 台 

910 灯 

320 灯 

漏洩箇所修理済み 

漏洩箇所修理済み 

その他 ・太陽光発電の適正運転 70kW 日常監視 

 

(5) CO２排出量の推移 

  


